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問　

全
て
の
住
民
に
個
人
番

号
を
設
定
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
が
10
月
か
ら
始
ま
る
。

一
方
で
、
日
本
年
金
機
構
に

よ
る
個
人
情
報
の
流
出
問
題

が
起
き
、
制
度
へ
の
国
民
の

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　

制
度
の
目
的
や
実
施
に
向

け
た
今
後
の
取
り
組
み
、
情

報
漏
え
い
対
策
、
市
の
利
用

範
囲
拡
大
に
対
す
る
考
え
は
。

市
長　

行
政
の
効
率
化
や
国

民
の
利
便
性
の
向
上
が
期
待

さ
れ
、
関
係
条
例
の
制
定
を

９
月
議
会
に
提
案
し
た
い
。

総
務
広
報
課
長　

個
人
番
号

の
取
り
扱
い
は
、
自
治
体
専

用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
行
い
、

住
民
基
本
台
帳
と
同
様
の
扱

い
で
実
施
す
る
。

企
画
財
政
課
長　

法
律
に
規

定
さ
れ
て
い
る
事
項
を
や
る

の
が
先
で
、
独
自
利
用
の
協

議
は
し
て
い
な
い
。

問
　
筑
後
市
の
地
域
公
共
交

通
の
現
状
に
対
す
る
認
識
、

最
近
の
国
の
動
向( 

自
治
体

に
関
連
し
た
法
改
正
が
頻
繁

に
行
わ
れ
て
い
る) 

に
つ
い

て
の
対
応
は
。

市
長　

バ
ス
路
線
は
利
用
者

数
が
減
少
傾
向
に
あ
り
、
今

後
、
赤
字
額
が
膨
ら
む
可
能

性
が
高
い
。
地
域
公
共
交
通

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討

を
始
め
て
い
る
が
、
い
ろ
い

ろ
な
角
度
、
分
野
か
ら
の
検

討
が
必
要
で
、
課
題
も
多
く
、

整
理
が
進
ん
で
い
な
い
。

子
ど
も
の
医
療
費

助
成
を
中
３
ま
で

拡
大
す
る
考
え
は

問　

内
閣
府
調
査
に
よ
る
と
、

子
育
て
の
将
来
不
安
で
は
経

済
問
題
を
挙
げ
る
人
が
70
％

と
最
も
多
い
。
ま
た
、
子
育

て
世
代
に
お
け
る
費
用
中
、

医
療
費
負
担
が
重
い
と
の
回

答
が
30
％
と
多
数
で
あ
る
。

　

現
在
、
市
の
子
ど
も
医
療

費
の
助
成
は
入
院
が
小
学
６

年
生
、
通
院
は
就
学
前
ま
で

だ
が
、
対
象
を
中
学
３
年
生

ま
で
引
き
上
げ
る
考
え
は
。

市
長　

県
は
、
助
成
対
象
を

就
学
前
か
ら
小
学
生
ま
で
引

き
上
げ
る
方
向
で
検
討
中
。

動
向
を
注
視
し
対
応
し
た
い
。

筑後市の地域公共交通の
現状は

　答 課題が多く整理が進んでいない

冨安 伸志 議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の

取
り
組
み
は

答  

市
の
独
自
利
用
の

 　

検
討
は
し
て
い
な
い

貝
田 

義
博 

議
員

内閣官房のホームページから

市
民
に

「
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
示
す
べ
き
で
は

問　

交
通
政
策
基
本
計
画
が

策
定
さ
れ
る
な
ど
国
の
交
通

政
策
は
、
自
治
体
が
主
体
と

な
り
進
め
て
い
く
と
い
う
方

向
に
舵
を
切
っ
て
い
る
。
地

域
の
足
を
確
保
す
る
と
い
う

視
点
で
、
市
内
全
体
を
見
渡

し
た
面
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
示
す
な
ど
早
急
に

「
交
通
計
画
」
を
策
定
す
べ

き
で
は
。

商
工
観
光
課
長　

直
ち
に
交

通
計
画
を
ま
と
め
る
こ
と
は

困
難
だ
が
、
国
の
動
向
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
前

向
き
に
検
討
す
る
。

問　

鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ

ー
な
ど
の
交
通
事
業
者
と
、

交
通
行
政
の
在
り
方
や
課
題

な
ど
協
議
す
る
場
が
必
要
で

は
。

商
工
観
光
課
長　

よ
り
良
い

公
共
交
通
を
構
築
し
て
い
く

た
め
に
、
取
り
組
む
べ
き
こ

と
で
あ
る
と
考
え
る
。

利用者が減少傾向にあるバス路線


